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使用する統一マーク 単色の基本マークを使用

統一マークのカラー 白

文字のカラー 白

レイアウトルール ・統一マークおよび環境省ロゴのサイズ・入れ方と、公園名や地名など文字情報の
 　サイズ・入れ方については、次頁以降の各式に沿って求めた数値を目安にしてください。
 　公式内の A・Bが示す長さは下図を参照してください。
 ・環境省ロゴに関しても可能な限り下記の式を参照頂くことが望ましいです。
 ・看板に入れる文字情報のサイズおよび組版設定に関しては「看板での使用ルール-5」も
 　参照してください。

シアン枠部分の幅（A）および高さ（B）を基準に
次頁以降の公式を使用してレイアウトしてください

A（幅） A（幅）

B（高さ）

B（高さ）

標識整備における標準的な表示例　　 1
看板のレイアウト方法について、以下を参照してください。



日光国立公園
Nikko National Park

日光国立公園
Nikko National Park

S=1/10

〈指定年なし（横型）の場合〉

a-1：統一マーク幅 =0.06A
a-2：統一マーク左側マージン =0.03A
a-3：統一マーク上側マージン =0.03B

b-1：公園名 (6~7文字の場合）幅 =0.6A 
公園名 (8~9文字の場合）幅 =0.7A 
公園名 (10~12文字の場合）幅 =0.8A 
※左右中央に配置

b-2：公園名上下幅中央から下側までの幅 =0.55B

c-1：環境省ロゴ幅 =0.17A
※左右中央に配置

c-2：環境省ロゴ下側マージン =0.12B

b-2

a-3

a-2

a-1
b-1

c-2

中心線

c-1

A（幅）

B（高さ）

標識整備における標準的な表示例　　 2
看板のレイアウト方法について、以下を参照してください。
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日光国立公園
Nikko National Park

昭和49年（1974年）指定

〈指定年あり（横型）の場合〉

a-1：統一マーク幅 =0.06A
a-2：統一マーク左側マージン =0.03A
a-3：統一マーク上側マージン =0.03B

b-1：公園名 (6~7文字の場合）幅 =0.6A 
公園名 (8~9文字の場合）幅 =0.7A 
公園名 (10~12文字の場合）幅 =0.8A 
※左右中央に配置

b-2：公園名上下幅中央から下側までの幅 =0.55B

c-1：環境省ロゴ幅 =0.17A
※左右中央に配置

c-2：環境省ロゴ下側マージン =0.1B

d：指定年上側マージン＝0.2B
※左右中央に配置

a-2

d

中心線

a-3

a-1

c-2

b-2

c-1

b-1

A（幅）

B（高さ）

標識整備における標準的な表示例　　 3
看板のレイアウト方法について、以下を参照してください。
指定年の文字サイズについては、看板での使用ルール-5を参照してください。
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〈全情報記載（縦型）の場合〉

a-1：統一マーク幅 =0.09A
a-2：統一マーク左側マージン =0.03B
a-3：統一マーク上側マージン =0.03A

b-1：公園名 (6~9文字の場合）幅 =0.5A 
公園名 (10文字の場合）幅 =0.7A 
公園名 (11~12文字の場合）幅 =0.8A 
※左右中央に配置

b-2：公園名上下幅中央から上側までの幅（Bが1400～1699mmの場合）＝=0.38B
公園名上下幅中央から上側までの幅（Bが1700～2200mmの場合）＝=0.4B

b-3：地名上下幅中央から下側までの幅（Bが1400～1699mmの場合）＝0.28B
地名上下幅中央から下側までの幅（Bが1700～2200mmの場合）＝0.31B

c-1：環境省ロゴ幅 =0.16A
※左右中央に配置

c-2：環境省ロゴ下側マージン =0.07B

d：指定年上側マージン＝0.08B
※左右中央に配置

c-1

中心線

中心線

a-2

a-3
d

a-1

b-1

c-2

b-3

b-2

A（幅）

B（高さ）

標識整備における標準的な表示例　　 4
看板のレイアウト方法について、以下を参照してください。
指定年・地名の文字サイズについては、看板での使用ルール-5を参照してください。
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推奨フォント（参考）　
TP国立公園明朝 R

推奨フォントサイズ（参考）
国立公園名のフォントサイズを 1としたときに、以下の比率になることを目安にしてください
〈横長看板〉
　公園名＝1　英語名＝0.5　指定年＝0.23
〈縦長看板〉
　公園名＝1　英語公園名＝0.5　地名＝0.6　英語地名＝0.375　指定年＝0.17　
　中央罫線幅＝英語公園名　※中央罫線の太さはアルファベット Aの横線程度とする

推奨行間（参考）
1行目のフォントサイズを 1としたときに、以下の行送りを目安にしてください
2行とも日本語のときの行送り =1.2
1行目が日本語、2行目が英語のときの行送り =1.3
2行とも英語のときの行送り =1.25

例１

フォントサイズ＝40Q
行送り＝40Q x 1.2

フォントサイズ＝40Q
行送り＝40Q x 1.3

フォントサイズ＝20Q
行送り＝20Q x 1.25

フォントサイズ＝40Q
行送り＝40Q x 1.3

フォントサイズ＝20Q
行送り＝20Q x 1.25

例 2

標識整備における標準的な表示例　　 5
看板に入れる文字情報のデザインについて、以下を参照してください。


